


● 総合計画って何？

総合計画は、伊達市のまちづくりの最上位に位置付けられる計画です。
この計画は、10ফ後の伊達市の将来像を๜き、その実現に向けた基本目標を掲げ、各分野で

推進する施策を体系的にまとめるものです。
第七次伊達市総合計画の期間は2019ফ২から2028ফ২の10ヵফ間です。

● どんな内容の計画なの？

総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３つで構成されます。

● どうやってつくるの？

総合計画は、市ড়のみなさんとともにつくる計画です。
このため、市ড়アンケートやシンポジウム、懇談会、パブリックコメントなど、市ড়参加の

ਃ会を積極的に取り入れながら策定し、高校生など、拊رしくฑໞな発想を取り入れます。
10ヵফ間のশ期計画であるため、計画策定にあたっては、社会ດ૴など、変化の方向性をਫ਼

挎しながら、শ期的・প拈的な拹点を重拹します。
また、計画の実効性を高めるため、計画 →実ষ →評価 →改善のサイクルを導入します。

基本構想 今後の伊達市のまちづくりの基本となるもので、目指すべき将来像を定
め、その実現に向けたুয়てを体系化します。

基本計画 基本構想を実現するためにষう施策や事業を体系化したもので、「重点
施策」と「分野別施策」から構成されます。

実施計画 基本計画を実現するための個別事業を明らかにするもので、別途定めま
す。実施計画は、３ফ౐位で策定し、൐ফৄ直しをষいます。
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●

まちづくりにৌする市ড়ਔ௙

市ড়のみなさんとともに作る総合計画とするため、市ড়アンケート、まちづくりシンポジウ
ム、みらい会議、住ড়・団体懇談会の開催等を通じて、市ড়のみなさんのਔৄを積極的にཔ඼
しました。
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伊達市は今後、次のような課題に直面すると考えられます。

● どんな姿勢で課題にয়ち向かうの？

課題を受け、わたしたちは今後、次のような姿勢でまちづくりに取り組むことが
求められています。

● 人口の減少と人口構造の急変が、多くの困難をもたらす

● 少子化、高齢化が進ষし、地域の活ৡが拯ৣする

● 人口減少等の挼捳で地域৽ੋの活ৡが拽われ、雇用も減少する

● インইছやਁ共施ਝのഠᄺ化が進むも、డしい拉৆状捵でಌৗが難しくなる

● 地域コミュニティの活ৡが拽われ、人のつながりがൌු化する

厳しい
時代が
到 来

● 伊達市はどんな課題に直面するの？

人口の減少と少子高齢化 財政状況の悪化

まちづくりの課題と取組の姿勢

まちづくりを「自分ごと」とኇえ、市ড়一人ऱとりがまち
づくりを担うਔ掟をもち、まちの発展のために૽割を担いま
す

人口のૠ掌や構成に合った捊にまちを整৶・整ቕしていく
取組を進め、৭උと集中によって投資を効૨的にষいます

市ড়・団体・੫業・ষ৆が一丸となって伊達のまちのྟৡ
化に取り組み、「訪れるに値するまち」、「移住に値するま
ち」、「投資に値するまち」をつくります

まちづくりの
「自分ごと」化

まちの
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まちの
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伊達市の現捵や社会ດ૴、まちづくりに対する市ড়ਔ掟等を౷まえ、今後の本市のまちづ
くりを考える上で重要なキーワードを８つ抽出しました。

このうち、「人材」と「情報発信」は、他のキーワードのすべてに関係するため、共通
キーワードとして整৶しました。

今後のまちづくりのキーワード



● どんなまちを目指すの？

伊達市が直面する課題、まちづくりに取り組む姿勢、市ড়のਔৄ、まちづくりのキーワード
などをもとに、10ফ後の伊達市の将来像を次のとおり定めます。

● どうやって将来像を達成するの？

将来像の達成に向け、次のとおり分野別に5つの基本目標を定めます。

快適な環境の中、心身ともに健康で、人とふれあい、助け合いながら、安定した生活を送る
こと。それが伊達市ড়にとっての「豊かさ」です。

市ড়がこうした豊かさを感じることができ、幸福২が高いまちになれय、人はこのまちに住
み続け、ここに人が集まり、ઐ૴が生まれ、移住や投資が起こります。

その繰り返しによって、జ来からここに暮らす市ড়も、ৗたに市ড়となった人も、みんなが
幸せに暮らせる、そんな伊達市を目指します。

１ ༎एৡと雇用を生み出すまちづくり

２豊かな心と人を育むまちづくり

３健やかで人にやさしいまちづくり

４安心・安全でકみଐいまちづくり

５市ড়ৡを生かしたまちづくり

みんなが
豊かさを感じられる
市ড়ౘૣ২ਈ高のまち
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● 市ড়ౘૣ২はどうやって೾るの？

次のڮつの指標を、市ড়幸福২を೾るঔঀサシとします。

将来も伊達市に住み続けたいと思う人の割合 （現状）77.1％ ⇒ 向上を目指します

健康೐੅に関する取組の満拒২ （現状）59.9% ⇒ 向上を目指します

将来像と基本目標
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● 目標の達成に向けて、どんな施策を推進するの？

分 野 別 施 策

将来像の達成に向けた５つの基本目標に対応し、次の各施策を推進します。

将来像 まちづくりの
基本目標 分野別施策

༎एৡと
雇用を生み出す
まちづくり

1

豊かな心と
人を育む
まちづくり

2

健やかで人に
やさしい
まちづくり

3

安心・安全で
કみଐい
まちづくり

4

市ড়ৡを
生かした
まちづくり

5

1 地域産業の中核を担う農業の振興
2 健全な掚業の振興
3 安定したී業の確য়
4 消費者ニーズに対応した商業の振興
5 活ৡある地場産業
6 ྟৡあふれる掺捄基盤の捊成
7 勤労者の生活安定と向上

1 まちの整৶整ቕとਃ能的なまちづくり
2 居住環境の整備と地域環境の保全
3 ਁ共ઐ通ිの確য়
4 安全な暮らしの確保

1 みんなが参加する協働のまちづくり
2 地域コミュニティと市ড়活৿の促進
3 情報通信基盤の整備と活用
4 ব੠・地域間ઐ૴の推進
5 効૨的・効ટ的なষ拉৆ઈ੾

1 福祉の充実と多様性の尊重
2 高齢者福祉の充実
3 健康づくりの推進

1 子どもの保育と教育
2 次代を担う子どもたちを育む教育の実現
3 生涯学習の推進と地域人材の育成
4 みんなが楽しめるスポーツの振興
5 歴史・文化芸術を生かしたまちづくり
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● とくに重点を置いて推進する施策は？

今後10ফ間の伊達市のまちづくりに向けた重要なキーワードとして、「健やか・安心」、
「育み」、「活躍」の３つを掲げ、それらに関わる次の取組を「重点施策」として積極的に
推進します。

重点
施策
１

・市ড়が健やかに暮らせるよう、関連する取組を重点的に
推進します。

・健康の源である「食」を生み出す農業・水産業を振興
し、健康産業としての発展を促します。

・食育や市ড়の健康づくりを促進し、健康寿命の延伸を図
ります。

・心の通った人と人とのつながりをつくるとともに、防災
対策にৡを入れ、安心して暮らせるまちをつくります。

重点
施策
２

・困難な時代の到来が予想される中、伊達市の未来を担う
人材を地域が一丸となって育みます。

・学校、家庭、職場、コミュニティなど、あらゆる場を通
じて、રれたৄ掟、技能、ਖ題ੰৠৡを੅った౅もしい
伊達人を育成します。

・伊達市で子どもを産み、育てようとする人を支援すると
ともに、子育て環境の充実を図ります。

重点
施策
３

・これからの時代は、まちづくりを 「自分ごと」とし、
市ড়ৡを発มしてまちづくりを進めることが求められま
す。あらゆるফ代、性別、境遇の人たちが、それぞれの
য়場で活躍し、ྟৡある伊達市、住みやすい伊達市、活
ৡがあり人にやさしい伊達市をつくるために౑ৡする環
境をつくります。

・市内で雇用を創出し、伊達市に住み、活躍したい人が働
ける場をつくります。

重 点 施 策
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